




Revision and Evaluation of Comprehensive Educational Program
on Child Abuse Prevention （Trial Ver.2） for Students
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 保育場面において，虐待により生じた子どもの解離状態に対応できる 3.02 0.58


































































7 反応性愛着障害による多動と ADHD による多動との違いを理解している（区別
できる）
.406




















































た と こ ろ3.42（SD ＝0.40），3.86（0.53），3.57
（0.44）となった。この平均値に対して対応の
ある因子の分散分析を実施したところ有意差が




















的 変 数 に 影 響 し て い た（F ＝3.82，df ＝3/102，
p<.05，R2＝ .100）。「園の体制作りと法的義務」





















































































































尺度 事前 事後 差の検定
呼応性不安 2.69 (.51) 2.36 (.59) ***
予期不安 3.04 (.66) 2.94 (.68) ns
自己効力感 2.98 (.43) 3.45 (.39) ***
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